
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

分担研究報告書 

 

炎症性腸疾患における骨代謝障害に関する実態調査 −多施設共同研究に向けて− 

 

研究協力者  松浦 稔  京都大学医学部附属病院消化器内科  助教 

 

 研究要旨：骨粗鬆症は炎症性腸疾患における腸管外合併症の１つであるが、今後 IBD 患者の長期経過

例の増加や高齢化が予想され、その対策は重要な臨床的課題である。しかし本邦での IBD における骨粗

鬆症の実態は不明であり、今回、現状調査のためのアンケート調査を立案した。 
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A. 研究目的 

 炎症性腸疾患(以下 IBD)は主として腸管局

所に慢性炎症を生じる疾患であるが、時に腸

管以外の臓器にもさまざまな合併症が生じる。

骨粗鬆症は IBD の代表的な腸管外合併症の１

つであるが、今後、IBD 治療の進歩に伴い長

期経過例や高齢患者の増加が予想され、その

対策は重要な臨床的課題である。しかし、本

邦での IBD における骨粗鬆症の実態は不明で

あり、その予防対策についても一定の見解が

ない。本プロジェクトでは本邦での IBD 患者

における骨粗鬆症の現状調査と、IBD 治療の

骨代謝への影響や骨粗鬆症に対する一次予防

の必要性について前向きに検討する。 

 

B. 研究方法 

 IBD における骨粗鬆症に関連する因子とし

て、炎症(疾患活動性)、ステロイド治療、腸

管切除など IBD 疾患そのものに起因する因子

が存在する。特に、IBD は再燃と寛解を繰り

返す慢性疾患であり、多くの場合、長期にわ

たる内科的治療の継続が必要となる。そのた

め IBD 患者における骨粗鬆症への対策を考え

る上で、IBD 治療に使用する薬剤そのものが

骨代謝に与える影響を把握し、一次予防の必

要性について検討することが重要である。そ

こで、上記目的での新たな臨床研究を始める

にあたり、各施設における IBD 患者に対する

骨粗鬆症の検査や予防対策の実施状況の把握

のため、本研究班に参加している IBD 専門医

に対するアンケート調査を立案した。 

（倫理面への配慮） 

 本プロジェクトで予定している今後の臨床

研究については「GCP の尊守」およびヘルシ

ンキ宣言に基づいた倫理的原則に準拠して、

臨床試験実施計画書を作成し、各施設での倫

理委員会(IRB)の審査・承認の後、施行予定で

ある。また臨床試験実施に際しては、研究対

象者に本研究の内容や不利益も含め文書によ

る説明を行い、対象者からの自主的な同意(イ

ンフォームド・コンセント)を得た上で実施す

る。さらに症例毎に決められたコード番号に

より臨床情報や検査データを管理し、被験者



の個人情報の保護、人権への配慮、プライバ

シーの保護に努める。 

 

C. 研究結果 

 今回立案したアンケート調査の内容は下記

の通りである。 

 

 

今回のアンケート調査の主な目的は、IBD 患

者の骨粗鬆症に関する疫学調査が今後可能か

否かを判断するためであり、その発生頻度や

検査および予防対策の実施状況に関する設問

のみに留め、可能な限り簡素化した。 

 

D. 考察 

 本邦での IBD における骨粗鬆症の実態把握

には、本来、case control study のなどのコ

ホート研究が必要と考えられる。しかし、IBD

患者では、年齢、炎症、栄養状態など様々な

要素が関与するため非常に煩雑になることが

予想される。そこで上記の現状把握に向けた

取り組みだけでなく、今後の IBD 治療薬と骨

粗鬆症の関連性についての検討も臨床的意義

が高いと思われる。特に、IBD 治療の中心的

薬剤の１つであるステロイドについては、

2014 年に『ステロイド性骨粗鬆症の管理と治

療のガイドライン』が改訂され、一定用量以

上のステロイド治療を受ける症例ではステロ

イド治療開始とともにビスフォスフォネート

製剤による一次予防が必要とする指針が示さ

れた。しかし、IBD ではステロイド投与期間

が短期間に限定されること、妊娠可能な若年

者に好発する疾患であることなど、ステロイ

ドや免疫調節薬などを要する他の免疫疾患と

は大きく異なる特徴を有する。そのため、IBD

患者に適した骨粗鬆症の検査や予防対策の確

立に向けた取り組みが必要である。 

 

E. 結論 

IBD における骨粗鬆症への予防対策の確立

は、長期経過例や高齢患者の増加が予想され

る本邦で重要な課題であり、今後の前向きな

検討が必要である。 
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